
 小手修理 『人工革・ウルトラスエード・ミクロパンチ』用 

大人は鹿革（茶革・白革）もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 親指（左右）薄くなり穴が空く前に『修理キット購入』修理する方法。1,000 円 

前後で購入可能。※武道具店での修理 1,000 円前後。（縁信部道具店）こちらは 

手縫い写真③の様に修理して頂けます。（鹿革）の場合です。 

その他の武道具店では送料を取られてしまう為若干高くなります。 

修理キットはアイロン？熱粘着かとは思います。 

② 手の内に毛玉の様な繊維が現れたらこちらも革が薄くなって来ていますが、 

  毛玉の処理しながら使用は可能。※手の内張替は 4,500 円～6,000 円はします。 

  小手を買い替えるとしても子供用では 10,000 円～30,000 円致します。 

  手の内両方替えるとなれば、12,000 円以上 するならば買い替える人もいます。 

お薦めしたいのは、親指は薄く成って来たら修理する。縫い付け。 

・小手には機械刺し（ミシン縫い）最近の機械刺しは優秀。洗える小手も 

 あります。高級な手差しも有りますが大人になってからで十分です。 
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③ 大人の小手は手の内鹿革が多く使用されています。 

  丁寧に縫い込まれています。（武道具店修理） 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

④ ミクロパンチの材料を購入して、自分で縫い付ける事も出来ます。 

  子供用人工側の上からミクロパンチを購入して小手の淵に縫い付けました。 

 

 

                                 しばらくは使えます。 

                                裁縫が出来なくても出来ます。 
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※大人手差し小手は 4.5 年～10 年に１回買い替える方。修理手入

れをして、何十年と持たれる方もいます。ケラや筒は痛み難いで

すがメンテナンスは必要です。 



  

機械刺し（ミシン 3ｍｍから 5ｍｍ）これで充分です。多少の手首の硬さは 

ありますが稽古量でしっくり馴染んできます。価格も安価。性能向上。 

 

 

 

 

 

 

手差しは筒の布団の厚さが厚く、手締めで締めて行く作業の為、製作時間がかかり 

価格も 3,4 万から何十万とします。中々手が出せない。手入れとメンテナンスで 

長持ちさせる。防具には手差しと機械刺しがあります。 

防具で大事なのは、面と小手です。面は顔の輪郭（ほっかむり）頭サイズ（はちまき） 

胴はどうでも良い、垂れはバカッタレとお金をかける必要はありません。 

小手は 2セット以上持ってメンテナンスと手入れをしながらすると長持ち致します。 

気になる事があれば相談して下さい。 



胴紐・面紐・乳革 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※胸乳革・胴乳革も武道具店で交換して頂きます。勿論自分達で交換出来ます。 

 稽古が終われば、自分達で防具袋から取り出し、汗拭き取り、消臭する事で、傷ん

でいる部分を見つけられます。子供達に防具の片付けから準備迄をさせて下さい。 

勿論フォローは必要です。 
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